






研究目的 

 肺 surfactant は脂質,蛋白,糖の複合体である。このうち肺 surfactant 蛋白は,分子量

35,000(35k)と 5,000(5k)が主な構成成分である。この低分子量 5k は,肺 surfactant 活性

に必須成分であることが当教室において判明しその lipophylic な特性から 5k 

proteolipid と命名された。また本邦において新生児呼吸窮迫症候群(RDS)の画期的治療法

として実証された surfactant TA は,この 5k のみを含んでいる(3,4)。 

 そのため本研究では surfactant を補充した RDS 児から気道液を採取し,5k と 35k の

surfactant蛋白を肺surfactantの markerとして酵素免疫法(ELISA)で測定し,次の点を解

明することを目的とした。 

1.補充(外因性)surfactant の動態 

2.内因性 surfactant の分泌時期 

3.外因性 surfactant の内因性 surfactant 産生分泌に及ぼす影響 


